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退
任
役
員
と
新
任
役
員 

平
成
十
四
年
一
月
二
十
七
日
付
け
に
て
左
記
の
方
が
そ
れ

ぞ
れ
広
厳
寺
役
員
の
退
任
、
新
任
と
な
り
ま
し
た
。 

● 
退
任 

東
本
町 

佐
久
間
広
吉
氏 

● 

新
任 
並 

槻 

佐
久
間 

清
氏 

永
年
お
寺
の
護
持
発
展
に
ご
協
力
く
だ
さ
れ
ま
し
た
佐
久

間
広
吉
氏
の
ご
慰
労
と
感
謝
を
申
し
上
げ
、
新
任
の
佐
久
間
清

氏
に
は
こ
れ
か
ら
の
ご
尽
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

永
平
寺
参
拝 

四
月
二
十
七
日
〜
二
十
九
日
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
永
平

寺
道
元
禅
師
七
百
五
十
回
忌
法
要
団
参
は
バ
ス
二
台
定
員
と

な
り
ま
し
た
。
一
日
目
は
永
平
寺
に
宿
泊
。
朝
の
勤
行
に
参
加

し
、
翌
日
は
広
厳
寺
神
田
洞
光
前
住
職
の
焼
香
師
法
要
を
午
前

十
時
半
か
ら
お
勤
め
し
、
そ
の
後
、
門
前
で
昼
食
を
い
た
だ
き
、

近
く
を
観
光
し
て
山
代
温
泉
で
一
泊
し
ま
す
。 

 
 

■
加
茂
七
右
エ
門
氏
ご
逝
去 

 

当
寺
元
役
員
の
並
槻
加
茂
七
右
エ
門
氏
は
平
成
十
三
年
七

月
十
八
日
逝
去
さ
れ
た
。
享
年
九
十
歳
。
永
年
の
役
員
と
し
て

の
ご
労
苦
に
深
く
感
謝
し
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。 

梅
花
だ
よ
り 

▼
平
成
十
四
年
二
月
十
九
日
〜
二
十
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
月
岡
温

泉
ホ
テ
ル
泉
慶
を
会
場
に
第
四
宗
務
所
梅
花
講
研
修
部
主
催
の
梅
花
流

檀
信
徒
講
習
会
が
開
催
さ
れ
た
。
講
員
三
百
二
十
名
の
参
加
。
主
任
講

師
に
北
海
道
長
万
部
町
の
大
慈
寺
住
職
大
徳
道
賢
一
級
師
範
、
講
師
に

出
雲
崎
町
、
全
久
院
住
職
山
田
賢
隆
一
級
師
範
、
他
宗
務
所
内
師
範
が

務
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
声
楽
家
、
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
ご
活
躍

の
鏑
木
健
先
生
の
特
別
講
習
も
あ
り
、
声
の
出
し
方
、
歌
う
こ
と
の
素

晴
ら
し
さ
を
叙
情
歌
を
通
し
て
ご
教
授
い
た
だ
い
た
。 

 
 

 

 

▼
平
成
十
三
年
十
一
月
三
十
日
第
四
宗
務
所
検
定
会
が
行
わ
れ
、
当
寺

講
員
十
一
名
が
受
検
し
全
員
合
格
。
そ
れ
ぞ
れ
進
級
し
ま
し
た
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